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Ultimate analysis(%) 
ID MC 

(%) 
Ash 
(%) C H O N S Ash 

HHV 
(kJ/g) 

SABR 
(kg/kg) 

LW 13.1 2.34 48.47 5.90 42.41 0.51 0.08 3.49 18.1 5.76 

OW 8.67 0.27 46.44 6.45 47.42 0.10 0.02 0.39 17.7 5.50 

CC 13.9 1.17 43.42 6.32 46.69 0.67 0.07 2.30 17.4 5.14 

MS 9.37 0.41 58.30 8.12 32.77 0.36 0.04 0.41 21.0 8.07 

LW: , OW: , CC: , MS: 
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20 25 30 35 40 45

y f
C

 - 
th

eo
re

tic
al

 li
m

it 
(%

)

20

25

30

35

40

45

90%

80%

100%

MS

OW

CC

LW-A

LW-O

(a) Thermochemical limit (yfC-limit = 35%)
CH1.45O0.657 0.166 CH4 + 8.72 10–4 CO + 0.145 CO2 + 0.0266 H2

+ 0.366 H2O + 2.98 10–32 O2 + 0.688 C

(b) Air/biomass ratio = 1.5 kg/kg (yfC = 25%)
CH1.45O0.657 + 0.272 O2 0.112 CH4 + 1.62 10–3 CO + 0.363 CO2

+ 0.0261 H2 + 0.475 H2O + 7.45 10–32 O2 + 0.524 C

(c) Stoichiometric combustion (yfC = 0%)
CH1.45O0.657 + 1.03 O2 CO2 + 0.725 H2O

(d) Air/biomass ratio = 1.5 kg/kg (yfC = 30%)
CH1.45O0.657 + 0.272 O2 0.0258 CH4 + 0.113 CO + 0.235 CO2

+ 0.0653 H2 + H2O + 0.0583 O2 + 0.563 C

40

20
U.S. Patent No. 6,790,317
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300 ºC, 60 min,
Pressure vessel

950 ºC, 6 min,
Muffle furnace

300 ºC, 60 min,
Pressure vessel
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湯浅晶教授のご逝去を悼む

本学会評議員・編集委員の湯浅晶先生(岐阜大学流域圃科学研究センター教授)は平

成 19年6月14日肺塞栓症に襲われ59歳で急逝されました.謹んでお悔やみ申し上げま

すとともに、学会員の皆様にお知らせいたします.教育，研究，学会・社会活動に頑張

っておられただけに，あまりにも早いご他界に残念でなりません.

先生は青森にお生まれになり，青森県立弘前高等学校より北海道大学理類に進学され

ました.専門課程として衛生工学科に学部移行されご卒業後，大学院修士課程，博士課

程へ進学され，研究室の助手を経て，昭和田年に岐車大学に赴任され，工学部土木工学科，新設の流域環境研究センタ

ー(後に流域困科学研究センター)の発展のためにご尽力されました.

先生は，北海道大学の率業論文では丹保憲仁教授(後の北海道大学総長，放送大学学長)に師事され，今日では先駆的

な研究テーマである下水の用水化に関する研究を行われました.大学紛争の時期でもありました.修士課程に進まれ，当

時最新鋭であった大学の大型許算機を駆使し，活性炭吸着による浄水処理のご研究を始められました.水道原水の有機汚

濁が進行し，田被分離を主体とする滞水処理に，吸着などの溶解性成分処理を付加することの必要性が認識されつつある

時代であり，全く時宜を得た研究テーマでありました.先生は高度浄水処理のガイドライン作成の委員などとしてもご活

躍され，ご研究の成果は学術的な発展のみならず，実施設の設計維持管理にも寄与されております.昭和59年に日本水

道協会有効賞，月刊「水」論文賞を受賞されております.A Kinetic Study of Activated Carbon Adsorption Processes 

のタイトルで学位論文をまとめられた後，昭和61年に上下水道の先端的研究を行なっているフランスのリオネーズ社

(現スエズ社)の中央研究所に渡られ，自然由来の多様な有機物質が共存する中での微量有機物質の吸着の解析に取り組

み，今日に至るまで大きな成果を挙げられております.

平成5年に岐阜大学に流域環境研究センタ}が発足した際には，広域水象ダイナミズム部門の教授として異動され水環

境に関する幅広い研究を展開されるようになりました.河川やその底泥中の汚濁物質の組成分類と輸送機構，カワヒバリ

ガイの構造物付着制御，内分泌擾乱物質の環境水中における挙動と浄水処理過程における制御などに大きな成果を挙げら

れました. さらに，平成9年4月から同11年3月まで及び同 13年4月から同 14年3月まで，延べ3年にわたりセン

ター長を務められ、平成14年4月に発足した流域圃科学研究センターへの移行を円滑に進めるなど，大学の管理運営に

も卓越した手腕を発揮されました.また，センターの外国人客員教授のお世話を発足時から引き受けており，これまでに

米国，スウェーデン，中国，韓国， トルコ，インドネシア，タイなどの国々から十数人もの研究者をお世話し，共同研究

を行なってきました.そのこともあって先生の研究室はいつも国際性豊かな陣容でありました.近年は，カンボジアやベ

トナムの大学や水道事業体と共同研究を行い，アジアの水環境の保全と安全安価な飲料水の処理と供給にも尽力されてお

り，現地の方々と親交を深められておられたと聞いております.学会においても，日本吸着学会評議員，環境技術学会理

事，日本水環境学会理事，問中部支部長などを歴任され，その間，岐阜開催の研究発表会，年会の代表も務められており

ます，その他，国や地方自治体の各種審議会の委員などを多数務められ，社会的にも大きく貢献されました.

先生は温和でおやさしく，学問的魅力のみならず，そのお人柄からも学生から幕われていたようです.甘党の先生はお

酒を噌まれませんでしたが，酒宴の席は夜遅くまで楽しくお付き合いくださいました.普段より体調にはお気をつけてお

られたようでしたが，最近は多忙な日々の連続でありご無理をなされたのかも知れません.重ねて残念でなりません.心

からご冥福をお祈りいたします.

(松井佳彦北海道大学大学院工学研究科環境創生工学専攻
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関連シンポジウム

第15固ゼオライト夏の学校

日時 2007年9_ij6日〈木}午後-9月8日(土)午前

場所 東北大学川波共同セミナーセンター

URL h均:/，加o.tagen.旬hoku.ac.jpl町.:katzloch，∞ν
主催 ゼヌ「ライト学会

プログラム

1. 固体酸性貨の測定鳥取大片岡芭伸

2. 国体NMRによる多孔質材紛のキャラクタリゼーション (産総研休繁信}

3. 単分散球状メソポーラスシ!J:;むの合成と応用 (豊田中高時矢野一久)

4. ~オライトナノク担スタルの合成と液相鉱飲およびその応用 (北大多湖潟輿)

6. 実用化会目指したゼ:<tライトの合成と応用 (成媛大星川lfi:夫}

6. FIB'T区民間'IR'ATR，GIXRD及びX線吸収分析によるA型i!;;tライト援の徴綿布陣造と水Iエタノール分般機

相患の評価法 {物産ナノテク京谷智裕)

Itし込み方法以下の情報省E明胞の上、 zeo'natsul5@mぷot.go.jp1主でメールにてお申し込み下さい.

(J)氏名、②性別、③年齢、@所..と住所{学生の場合、研究室名と学年)、⑤電話番号、⑥メールアドレス、@ポス

ターヲ適表の有然、③送迎パス利用の有無

申し込み締め切り :2007年7月31日w
問い合わせ先

第15図ゼオライト震の学校世話人:

池田卓史{産総研・東北センター) 官 L:02.2・237・3016 E'mail:ぬl:uji色eda@幽t伊 .jp

山本勝俊(東北大・多元研，) TEL: 022・217・5164E噛 ail:katz臨時払旬，hoku.a仏jp

ボスタ}発表を募集しています。発表を希望する方は、重量加申込の際にお申し込み下さい.

第60回ヨロイドおよび界面化学討論会

日時 2007年9月20日{氷)-9月22日{土)

場所 信州大学理学害事(松本・旭キャンパス〉

URL h均 :I/c悩one.shinohu'u.ac.jpJ.ω泊。idJ
主催 日本化学会コロイドおよび界面化学郎会

プログラム

1. 総合務演カーボンナノチュープの科学と応用 {信州大学遠藤守信教授)

2. 総合.~高強磁場による微小屋カ場中の物理・化学現象 {広島大学谷本能文数授〉

3. Lectureohip Award講演阻.ect刈yte'Dependent2'D A:I雰時柑mlaf Colloidal Par紙cleoon a Planar AlC 

思.ectr吋e(Carnegie MeUon UDi鴨川ty，De:nnia C. Prieve教授)

4. U!CtureohipAward祭器量CooperativeMolecular Field 脱出 (Weizmann lnotitute， Ron N岨 m曲教授)
他、一般シンポジウム 4件、国際セッションを含む務自画錨O~牛

.加lfIし込み締Ib切り:200 7:i:手8月10日(金)

※ ま惨事者申し込みは申告め切りました.

Itし込み方法上官2.WIぬベージから申し込みf:'受け付けます。

問い合わせ先

第60図コロイドおよび界面化学前総会事務局

0268・87・2667(尾関) E噛ぬ1:coll0id20071制 ione.ぬ:iDsbu'u.a.c.jp
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 2007 10 15 ) 10 19

 http://www.jaie.gr.jp 

263-8522 1 33

TEL/FAX(043)290-3379 E-mail: icie_chiba@faculty.chiba-u.jp 

 2007 10 28 ( ) 11 2 ( )

 http://www.taal2007.org/index.asp
 http://www.ilec.or.jp/jp/wlc/index.htm 

525-0001 1091
TEL: 077 568 4567 
FAX: 077 568 4568 
Email: india2007@ilec.or.jp 

E-mail FAX
5,000 1,000

  80
10 19

480-1192 ( )
TEL:0561-71-7177, FAX:0561-63-6150 E-mail: e0548@mosk.tytlabs.co.jp
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 http://wwwsoc.nii.ac.jp/zeolite/ 

E-mail: sagara@nagasaki-u.ac.jp

A, B 1  (A)
(B)
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http://www.nagasaki-u.ac.jp/wakate/ 


